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新幹線 みんなの力で
　　　走らせよう！

　北陸新幹線は、東京・大阪を結ぶ延長約
700kmの新幹線です。既に東京・長野間が開
業し、現在、長野・富山間と石動（いする
ぎ）・金沢間の工事が進められています。
　新幹線の整備については、未着工区間の整
備時期など今後の進め方（スキーム）につい
て、現在、見直し作業が進められています。
　県では、石川・富山両県と一体となって、
南越までのフル規格による一括工事認可と早
期整備、北陸３県での同時期の開業を、政
府、与党に強く働きかけています。
　今こそ、県民の皆さん一人ひとりの力を結
集し、本県の熱意と要望を強く全国にアピー
ルしましょう。

北陸新幹線は、日本海国土軸の形成や東海道新幹線の代替補完機能を有する重要な国家プロジェクト

整備新幹線の中で最も収支採算性が高く、延伸すればするほど採算性が向上する路線

北陸新幹線の認可申請が行われている区間で、着工区間がないのは本県のみ

本県は、国のエネルギー政策の推進に大きく貢献しているが、新幹線、高速道路網は未整備

　経済活動と新幹線などの高速交通は密接な関係がありま
す。ビジネスはまさに時間との勝負であり、人・物・情報
をいかに速く動かすかが鍵を握るため、北陸新幹線が延伸
されてくればこれまで以上に速くて便利になり、人の往来
は増加します。
　また、この北陸新幹線の整備は、我々が利用する上で便



利になるだけでなく、北関東や東北などこれまで本県を訪
れるのに不便だった方のアクセスも向上させ、新たな観光
客の増加も期待されます。実際に先に開業した長野や八戸
では、観光客の増加や企業の進出、雇用の拡大などの経済
効果が出始めています。
　さらに、新幹線は公共事業のなかでも採算性が高く、税
収増をもたらす財政効果の高い事業です。本県にとっては
もちろん、国にとっても大変重要なプロジェクトであり、
みなさんの力を結集して北陸新幹線の一日も早い県内着工
を実現しましょう。

　芦原温泉をはじめとする観光業界では、お客様からの喜
びの声を支えに「おもてなし」の向上に日々研鑚を重ねて
おります。
　私どものこうした地道な努力は、多くのお客様にご満足
いただいておりますが、近年の旅行形態の変化や他地域の
交通環境の向上などの影響は大きく、決して安閑としてい
られる状況ではございません。
　福井を経由し関東と関西を結ぶ北陸新幹線は、全国各地
から、より近く、より訪れやすくするための必要不可欠な
路線です。乗り換えもなくなり、快適さ、便利さも向上し
ます。
　自然や味覚などお客様が求めている資源が豊富な福井県
は、ご来県いただければ必ずやご満足いただき、福井の印
象、知名度は格段に向上するはずです。
　どうか、皆さん、一日も早い北陸新幹線の県内着工に向
けて、一致団結してがんばりましょう。

　２月22日、県選出国会議員、県、県議会、経済
界、４建設促進団体による北陸新幹線の県内着工に
向けた合同会議が開催されました。
　会議では、各団体が連携し、足並みを揃えて取り
組んでいくことの重要性などについて活発な意見交
換が行われ、今後とも本県の熱い思いを政府、与党
関係者に強力にアピールしていくことを確認しまし
た。

時間短縮効果

　移動に要する時間が大幅に短縮さ
れ、より速く、より遠くへ行けるよう
になります。　



　企業立地の促進や観光客の増加など、まちのにぎわいや地域の活性化が期待できます。
　平成14年12月に開業した東北新幹線（盛岡・八戸間）の開業後の11カ月間の利用者は約390万人
で、県外客の観光消費額などの経済効果は約639億円と試算されています。

　北陸新幹線の県内着工を実現するためには、県民
の皆さんの力が必要です。
　皆さんの力を結集し、一丸となって建設促進運動
を展開するために、ご理解とご協力をお願いいたし
ます。

http://info.pref.fukui.jp/kouho/kensei/index.html

